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第１ 宮崎国際音楽祭 

   国内外から一流の演奏家を宮崎の地に集め、音楽を創り上げ、レベルの高い音楽祭

を繰り広げることにより、県民文化の向上を図りながら、県民の誇りと感性豊かな心

を育む。また、「アジアを代表する音楽祭」として継続することにより、宮崎県のイメ

ージアップを図る。 

   また、指定管理者は、宮崎国際音楽祭がすでに３０回開催され、国内外で高い評価

を得ている県立芸術劇場の中心的事業であるとともに、本県の貴重な文化資源である

ことを十分に理解した上で実施しなければならない。 

   チケットの価格設定については、昨今の物価高騰を加味し、妥当な価格を設定する

こと。 

   なお、指定管理者は、毎年度、事業の実施に当たり、事前に県への概要説明等を行

うものとする。 

（１）音楽祭の基本的なコンセプト 

  ① 「アジアを代表する音楽祭」として音楽文化の振興に寄与 

    期間中、国内の演奏家が世界の一流の演奏家と切磋琢磨することにより、日本の

音楽文化のレベルアップに貢献する。また、「アジアを代表する音楽祭」という伝統

の継承のみならず、新たな試みにも積極的に挑戦し、県内文化の裾野を広げる。 

  ② 県民参加の機会創出による県民全体の文化意識の高揚 

    県民が音楽祭に参加し、交流を深める機会を提供することにより、音楽祭に対す

る親しみを醸成しながら、県内の音楽文化の一層の振興を図る。 

  ③ 国内外の若手演奏家の育成と、音楽を通じた県内青少年の教育 

    国内外の若手演奏家への講習会を実施し世界の第一線で活躍できる演奏家の育成

に貢献する。また、次代を担う子どもたちの鑑賞機会を増やすとともに、県内の若

手演奏家の育成にも努める。 

（２）標準的な構成 

  ① 開催時期は毎年５月頃とし、開催期間はおおむね３週間程度とする。 

  ② プログラムの構成は次のとおりとする。なお、プログラムの名称はイメージの仮

称であり、実際のＰＲ等においては別称を用いることも可とする。 

  ③ 下記プログラムのほか、指定管理者以外の者が開催する関連イベントと積極的に

連携し、音楽祭に対する県民の理解や関心を高めるものとする。 

メインプログラム 

（３回程度） 

・ 宮崎国際音楽祭の顔ともいうべき中心的存在となる

プログラムである。 

・ コンサートホール又は演劇ホールにおいて国内外の

一流演奏家による演奏会（室内楽主体及びオーケスト

ラ等）を３回程度実施する。 

スペシャルプログ

ラム 

（４回程度） 

・ 幅広い世代の県民向けの多彩なプログラムである。 

・ 指定管理者のアイデアと工夫で、低料金で質の高い

鑑賞型の演奏会や気軽に楽しめるトークコンサート等

のプログラムを４回程度実施する。 

劇場外のプログラ

ム 

（２回程度） 

・ 県内各地の公立文化施設で実施するプログラムであ

る。 

・ 国内外の一流演奏家による演奏会（室内楽主体及び

オーケストラ等）を２回程度実施する。 
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ふれあいプログラ

ム 

（２回程度） 

・ 県民の参加・交流機会を提供することにより、県民の

意識と関心を高め、県民と演奏家との交流を深めると

ともに、県内各地での盛り上がりを図り、宮崎国際音

楽祭のファンを増やすためのプログラムである。       

・ 公立文化施設のない市町村を訪れて、地域の方々や

子どもたちに音楽を届けるキャラバンコンサートを２

回程度実施する。 

教育プログラム 

 

・ 音楽を通じ、次代を担う多感な子ども達へ音楽の素

晴らしさを体験してもらうため、コンサートホールに

おいて「子どものための音楽会」を２回程度実施する。 

・ 国内外の若手演奏家向けの、音楽祭のゲスト等によ

る講習会や、県内の若手演奏家向けの基礎的な講習会

を実施する。 

【参考：過去 10か年の入場者数の推移】             （単位：人） 

 音楽祭本体  

関連事業 

 

総入場者数 メイン 

プログラム 

ふれあい 

プログラム 

教育 

プログラム 

第 22回 4,842 7,773 8,119 36,800 55,034 

第 23回 4,981 7,542 6,627 40,250 56,900 

第 24回 4,999 10,334 4,185 13,580 32,548 

第 25回 - - - - 2,128 

第 26回 3,748 3,886 1,239 - 8,873 

第 27回 3,442 8,465 1,864 - 13,771 

第 28回 4,009 9,463 3,633 - 17,105 

第 29回 6,262 1,583 2,642 - 10,487 

第 30回 6,925 7,050 2,684 1,687 18,346 

    ※ 第 25 回は予定していたプログラムの一部を特別公演として「オータム・クラ

シック 2020」を開催した。 

（３）事業計画書作成に当たっての注意事項 

   次に掲げるものについて、応募者の考え方を示すこと。特に、事業における県民へ

の親しみやすさや裾野の拡大を意識した内容とすること。 

  ① 指定期間中（令和８～１２年度）の宮崎国際音楽祭の実施計画 

    事業内容及び入場者見込、収支計画を具体的に示すこと。 

② 宮崎国際音楽祭（令和９年開催分）の計画 

 ※ 令和８年度開催の宮崎国際音楽祭は、第四期指定管理者である公益財団法人宮

崎県立芸術劇場が企画した内容を引き継ぐものとする。 

③ 主催者として実施した同種事業の開催実績 

④ 宮崎国際音楽祭の企画、制作、実施の体制 

⑤ 宮崎国際音楽祭を担当する職員の人材育成方針 

⑥ 宮崎国際音楽祭の広報ＰＲ活動の方針と具体的内容 

⑦ 宮崎国際音楽祭のチケット料金設定（具体的に） 

⑧ 指定管理料を除く企業協賛金等の資金調達計画（具体的に） 

（４）運営体制について 
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   宮崎国際音楽祭の準備・開催については、現在、総監督及び音楽監督が置かれ、次

のような役割を果たしている。 

総監督は必置とし、音楽監督その他のスタッフの設置は任意とするが、組織体制の

確立には十分留意しなければならない。 

   なお、令和８年度開催分の総監督は県が指名した者とするが、令和９年度以降開催

分については応募者が提案し、県と協議の上で決定するものとする。 

   ・ 総監督 

     宮崎国際音楽祭の基本コンセプトの立案、開催各回の企画立案及び準備・開催

運営全般の指導並びに総合調整を行う。 

   ・ 音楽監督 

     総監督を補佐し、開催各回の具体的な企画及びプログラム編成を行うとともに、

出演者の選定や演奏曲目の調整等を行う。 

 

第２ 県民文化振興事業 

   県立芸術劇場は、多彩なジャンルの実演芸術の鑑賞の場であるとともに、練習、創

作、発表、教育普及、情報提供など、幅広く県民に利用していただくための施設であ

り、本県の文化振興のための一大拠点となっている。 

   また、劇場、音楽堂等の活性化に関する法律（平成２４年法律第４９号）第４条で

は、劇場等の設置者又は運営者は、事業を「自主的かつ主体的に行うことを通じて、

実演芸術の水準の向上等に積極的な役割を果たすよう努める」ものとされている。 

   このため、指定管理者は、施設・設備の特性を十分理解した上で、その効用を最大

限に発揮できるような事業を実施しなければならない。 

   なお、指定管理者は、毎年度、（次年度の）実施計画の策定に当たり、事前に県への

概要説明等を行うものとする。 

【参照すべき県の指針等】 

公の施設に関する条例（設置目的）  

 県民文化の拠点として、舞台芸術を中心に多様な文化活動を促進し、文化の香り

高い地域づくりと心豊かな県民生活の創造に寄与する。 

 

宮崎県文化振興条例（基本理念）  

〇県民一人ひとりが文化活動の主体であるという認識の下での自主性の尊重  

〇文化活動を行う者の創造性の尊重、能力の発揮  

〇県民が等しく、文化を鑑賞し、参加し、創造することができるようにすること  

〇文化に対する県民の関心と理解を深めること、文化の多様性の尊重  

〇県民が郷土への誇りと愛着を持って本県の文化を将来に継承できるようにする

こと  

〇本県文化の発信、文化を通じた交流の推進  

〇子どもに対する文化に関する教育の重要性  

〇文化と観光、まちづくりなどの各施策との有機的な連携  

〇県民、文化団体等、教育機関、事業者、行政との連携・協力 

 

宮崎県総合計画２０２３（令和５年６月） 

〇プログラムⅢ「「みやざき」の未来を創る人材の育成・活躍」 
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みやざき文化振興計画（宮崎県総合計画２０２３の部門別計画） 

〇文化の裾野の拡大 

 より多くの県民が文化に興味関心を持ち、理解を深められるような環境・人材づ

くりを行う。 

〇様々な分野との連携の推進 

 文化の有する創造性や多様な価値を生かし、異なる分野の主体や施策と連携し、

地域の魅力を増進する。 

（１）一般公演事業 

   コンサートホール、演劇ホール、イベントホールの特性を生かし、国内外の水準の

高い公演を実施し、県民に実演芸術の鑑賞機会を提供する。 

   なお、可能な限り、多様な実演芸術をバランスよく提供すること。 

  例）コンサートホール系（管弦楽、吹奏楽、オルガンコンサート、合唱、邦楽等） 

     演劇ホール系（演劇、オペラ、バレエ、現代舞踊等） 

     イベントホール系（音楽、舞踊、その他の実演芸術） 

（２）企画立案公演事業 

  ① みやざきの舞台芸術 

    宮崎県在住又は宮崎県出身者で舞台芸術に熱心に取り組んでいる方々の創造的な

公演を実施する。 

  ② パイプオルガンコンサート 

    パイプオルガンの音色や楽曲を県民に広く親しんでもらえるよう、パイプオルガ

ンを活用したコンサートを実施する。 

  ③ その他の公演 

    指定管理者のアイデアと工夫により、実演芸術の公演を実施する。 

（３）教育普及事業 

施設・設備を活用し、音楽、演劇その他の実演芸術や、舞台技術に関する入門的講

座、講習会、ワークショップ等を実施する。 

（４）芸術文化発信事業 

劇場内での公演にとどまらず、広く県内に芸術文化を発信するためのアウトリーチ

事業や、県内公立文化施設と連携した事業を実施する。 

（５）各事業の実施量 

  ① 一般公演事業及び企画立案公演事業については、おおむね次に掲げる年間基準公

演数の公演を実施すること。 

    なお、音楽公演はコンサートホールの使用を原則とするが、入場料や入場者見込

数等を考慮した上で適切な会場を決定すること。 

  【各事業の年間基準公演数】 

 

〇政策４「健康・学び・スポーツ・文化の充実」 

〇重点項目４「県民の文化活動・交流の促進」 

―宮崎国際音楽祭などの公演や美術展等の開催、県民の鑑賞機会の充実等による

文化に親しむ機会の創出 

―県民芸術祭など文化活動の成果発表や創作活動を行える環境づくり 
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事業名 
音楽公演 

（オーケストラ、アンサンブル） 

演劇公演

その他の 

実演芸術 

計 

一般公演事業 ７ ３ １０ 

企画立案公演事業  

１２ 

 

 

 

 

 

 みやざきの舞台芸術  ４ 

ﾊﾟｲﾌﾟｵﾙｶﾞﾝｺﾝｻｰﾄ  ４ 

その他（ｼﾞｬﾝﾙ不問）  ４ 

  ② 教育普及事業及び芸術文化発信事業については、おおむね次に掲げる年間基準実

施数の事業を実施すること。 

   【各事業の年間基準実施数】 

事業名 件数 備 考 

教育普及事業 ５ 複数回の受講を要する講座・講習会は、一連

の講義をもって１件とする。 

芸術文化発信事業 ２５  

 アウトリーチ事業 ２０ 開催地ごとに１件とする。 

その他の事業 ５  

（６）県立芸術劇場文化事業協議会の設置及び運営 

   県民文化振興事業に関する意見や要望等を幅広く求め、事業の構成等に役立てるた

め、公募委員を含む県立芸術劇場文化事業協議会を設置運営する。 

（７）事業計画書作成に当たっての留意事項 

   次に掲げるものについて、応募者の考え方を示すこと。特に、事業における県民へ

の親しみやすさや裾野の拡大を意識した内容とすること。 

   なお、第四期指定管理者である公益財団法人宮崎県立芸術劇場が企画した令和８年

度の事業については，原則としてその内容を引き継ぐものとする。 

  ① 指定期間中（令和８～１２年度）の県民文化振興事業の実施計画 

    事業内容及び各事業の入場者（利用者）見込、収支計画を具体的に示すこと。 

 ② 過去５か年に主催者として実施した実演芸術公演の開催実績 

  ③ 県民文化振興事業の企画、制作、実施の体制 

  ④ 県民文化振興事業を担当する職員の人材育成方針 

  ⑤ 県民文化振興事業の広報ＰＲ活動の方針及び具体的内容 

⑥ 県民文化振興事業のチケット料金設定（具体的に） 

⑦ 指定管理料を除く企業協賛金等の資金調達計画（具体的に） 

     

第３ 警備業務 

（１）業務内容 

  ① 警備業務実施中は、制服制帽を着用すること。 

  ② 警備に関する事項は、警備日誌を作成すること。 
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  ③ 外来者への対応、施設への出入り者の監視及び挙動不審者に対する臨機の処置を

行うこと。 

  ④ その他施設内の警備取締りについて必要な業務を行うこと。 

（２）取締り 

   警備担当者は、次のいずれかに該当する事実を発見したときは、遅滞なく適正に処

理すること。また、警備担当者は、正当な手続によらないで危険物を所持する者、著

しく酒気を帯びた者その他庁舎等の警備を乱すおそれのある者の劇場等への立入りを

制止すること。 

  ① 構内の風紀又は秩序が乱れ、もしくは乱れるおそれのあるとき。 

  ② 火気をぞんざいに取り扱う行為があるとき。 

  ③ 構内を汚し、又は構内の樹木・構築物等をき損しようとする行為があるとき。 

（３）遺失物の処理 

   構内において財物を拾得し、又は拾得物の届出があった場合は、遺失物処理簿によ

り処理すること。 

（４）警備時間 

   警備は開館日又は休館日を問わず、２４時間体制で実施すること。 

 

第４ 清掃業務 

（１）日常清掃 

  ① 施設を常時使用できるよう清掃すること。 

  ② 備品類の埃を払い、拭き上げ、整理整頓すること。 

  ③ トイレットペーパー、水石けんを絶やさないよう補給すること。 

  ④ 常に構内を巡視する等により、劇場の美観を損ねないようにすること。 

  ⑤ 汚損箇所は発見次第速やかに清掃すること。 

  ⑥ 消毒液の配備等、適切な感染症予防策を講じること。 

（２）定期清掃 

  ① フローリング床 

    演劇ホール舞台、コンサートホール舞台、和室のフローリング床及び大理石床を

除き、剥離剤で汚れを落とし、良質ワックスによる塗布仕上げとすること。 

  ② 窓ガラス 

ガラス拭き薬品等で汚れを落とし、乾拭き仕上げとすること。 

  ③ 絨毯、カーペット 

    真空掃除機による吸塵清掃の後、クリーニングすること。 

  ④ ビニル系タイル床 

    洗剤で洗浄・拭き上げの後、良質ワックスによる塗布仕上げとすること。 

  ⑤ 畳 

    洗剤で拭き上げの後、天日干しすること。 

  ⑥ 奈落 

    塵払いその他の清掃をすること。 

  ⑦ 倉庫 

    塵払いその他の清掃をすること。 

  ⑧ 池 

    適宜水を抜き取り、のり、砂等の除去を行うこと。また、バッファータンクの清

掃を行うこと。 
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  ⑨ 貯水槽清掃 

    年１回以上行うこと。 

（３）ゴミ等の収集 

   各階から搬出されたゴミ等は集積場に集めること。また、集積場は清潔な状態を保

ち、ゴミの散乱等がないよう注意すること。 

（４）その他 

   上記（１）～（３）は業務の大要を示すものであり、この仕様書に記載のない事項

であっても、劇場の美観の保持及び施設管理上必要と認められるものについては、状

況に応じて実施すること。 

 

第５ 衛生害虫防除業務 

（１）作業時期 

   ４月及び１１月などの年２回とする。 

（２）作業上の留意点 

  ① 適法な薬剤を使用するとともに、薬剤の搬入、調合、保管に当たっては、第三者

の手に渡ることのないよう、適正に管理すること。 

  ② 作業に当たっては、館内への入場制限を行うとともに、従事者に保護具を着用さ

せる等、安全管理を徹底すること。 

  ③ 作業終了後は、速やかに養生を行い、使用機器、害虫の死骸等を回収撤去するこ

と。 

 

第６ 中央監視業務 

   劇場の電気、空調、給排水衛生等各設備の安全かつ効率的な運転操作並びにこれら

設備の日常保守業務を行うこと。 

   業務実施に当たっては、関係法令を遵守するとともに、各設備の機能が十分発揮さ

れるよう、故障等の予防及び発見に努めること。また、各設備の長寿命化や省エネル

ギーにも配慮すること。 

（１）対象設備 

  ① 電気設備 

  ② 空調設備 

  ③ 給排水衛生設備 

  ④ 自動扉 

  ⑤ その他建築設備全般 

（２）業務内容 

  ① 各設備の運転及び監視 

  ② 各設備の日常巡視点検（異常の有無の確認及び異常発見時の適切な処置、消耗品

の補充交換等） 

  ③ 各設備の定期点検（法定点検を含む。） 

  ④ 自動扉の目視点検 

  ⑤ 照明器具管球類の取替（ホール内客席照明を含む。） 

  ⑥ 各設備並びに電気室、機械室及び中央監視室の清掃手入れ 

  ⑦ 水質測定（井水を含む。） 

  ⑧ 空気環境測定 

  ⑨ 自動火災報知器の監視 



- 8 - 

  ⑩ 電気事業法並びに関係法令に基づく電気主任技術者に係る業務 

  ⑪ 上記①～⑩の業務に関する業務日誌の作成及び保管 

（３）職員の配置 

   第３種電気主任技術者以上の有資格者を１名以上常駐させるとともに、その他の業

務に必要な資格を有する者を配置すること。 

 

第７ 舞台技術業務 

（１）業務内容 

  ① ホール利用時 

   ア 外部からの持込み機材等の搬入時及び搬出時の立会い 

   イ 音響、照明、機構の各設備の事前調整（利用者が行う場合はその指導・助言及

び安全確保等） 

   ウ 音響、照明、機構の各設備の操作（利用者が行う場合はその指導・助言及び安

全確保等。ただし、舞台操作盤については利用者の操作を認めないものとする。） 

   エ 音響、照明、機構の各設備のプランニング及びオペレーション 

オ 舞台装置等、附帯設備・備品の貸出及び返却の確認 

   カ 舞台装置等、附帯設備・備品の撤去及び復旧（利用者が行う場合はその指導・

助言及び安全確保等） 

   キ ホワイエ、楽屋等、ホール周辺部の利用に関する指導・助言及び安全確保等 

  ② 通常時 

   ア 舞台装置等、附帯設備・備品の点検整備 

   イ 利用者及び外部関係者との催事内容等の調整 

   ウ 見学、視察等への対応 

   エ 舞台装置等、附帯設備・備品の点検整備（年１回以上） 

  ※ 地震等発生時には、舞台設備等の安全確認及び安全対策を実施すること。 

（２）業務従事者の要件 

  ① 従事員数は、１日８時間勤務換算で年平均９名以上を確保すること。また、ホー

ル利用時に、ホールごとに各３名以上の実人員が配置できるようにすること。 

  ② 業務従事者は、十分な実務経験（概ね２年以上）を有する者であること。 

  ③ 業務を統括する主任１名及び主任を補佐する副主任２名を置くこと。 

    なお、主任は舞台技術に関する１５年以上の実務経験及び劇場・音楽堂等におけ

る５年以上の従事経験を有する者とし、副主任は舞台技術に関する１０年以上の実

務経験及び劇場・音楽堂等における３年以上の従事経験を有する者とする。 

 

第８ 舞台音響設備保守点検業務 

（１）対象設備 

  ① コンサートホール舞台音響設備 

  ② 演劇ホール舞台音響設備 

  ③ イベントホール舞台音響設備 

（２）業務内容 

  ① 目視点検 

    機器の外観損傷、メータのランプ切れ等について、日常的に目視点検を行うこと。 

  ② 清掃点検 

    機器内部の清掃点検を定期的に行うこと。特に、コネクタ、端子、ボリューム、
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フェーダ等の接触不良を生じやすい箇所については清潔な状態を保つとともに、必

要に応じて予防的に部品交換等を行うこと。 

  ③ 機器動作確認 

    各機器について動作確認を定期的に行うこと。 

  ④ 回線チェック 

    ホール内全回線について、導通確認及びノイズチェックを定期的に行うこと。 

  ⑤ 総合動作確認 

    音響システムの総合動作の確認を定期的に行うこと。また、音響調整卓から電力

増幅架までの電気的性能試験、システムのソフト管理を適切に行うこと。 

  ⑥ ワイヤレスマイク 

    出力測定及び調整を定期的に行うこと。 

  ⑦ 音響調整 

    ＦＦＴベースのアナライザーによる測定を行い、イコライザ、アンプゲイン等の

システム調整を行うこと。 

（３）その他 

機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第９ 舞台機構設備保守点検業務 

（１）対象設備 

  ① コンサートホール舞台機構設備 

  ② 演劇ホール舞台機構設備 

  ③ イベントホール舞台機構設備 

  ④ 上記舞台機構設備の制御に係るコンピュータ等の電子機器の設備 

（２）業務内容 

  ① 目視点検 

    機器の外観損傷、メータのランプ切れ等について、日常的に目視点検を行うこと。 

  ② 清掃点検 

    機器内部の清掃点検を定期的に行い、必要に応じてネジの増し締めや注油等を行

うこと。特に、昇降装置等については事故防止の観点から十分な配慮をもって点検

を行うこと。 

  ③ 機器動作確認 

    各機器について動作確認を定期的に行うこと。 

  ④ 総合動作確認 

    機構システムの総合動作の確認を定期的に行うこと。 

（３）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１０ 舞台照明設備保守点検業務 

（１）対象設備 

  ① コンサートホール舞台照明設備 

  ② 演劇ホール舞台照明設備 

  ③ イベントホール舞台照明設備 

（２）業務内容 

  ① 目視点検 
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    機器の外観損傷、メータのランプ切れ等について、日常的に目視点検を行うこと。 

  ② 清掃点検 

    機器内部の清掃点検を定期的に行うこと。特に、コネクタ、端子等の接触不良を

生じやすい箇所については清潔な状態を保つとともに、必要に応じて予防的に部品

交換等を行うこと。 

また、スポットライト類については、脱落等による事故防止の観点から十分な配

慮をもって点検を行うこと。 

  ③ 機器動作確認 

    各機器について動作確認を定期的に行うこと。 

  ④ 総合動作確認 

    調光器盤を含む照明システムの総合動作の確認を定期的に行うこと。 

  ⑤ 測定・調整 

    調光カーブ及び直流電流の特性データについての測定・調整を行うこと。 

（３）その他 

機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１１ 練習室音響設備保守点検業務 

（１）業務内容 

  ① 目視点検 

    機器の外観損傷、メータのランプ切れ等について、日常的に目視点検を行うこと。 

  ② 清掃点検 

    機器内部の清掃点検を定期的に行うこと。特に、コネクタ、端子、ボリューム、

フェーダ等の接触不良を生じやすい箇所については清潔な状態を保つとともに、必

要に応じて予防的に部品交換等を行うこと。 

  ③ 機器動作確認 

    各機器について動作確認を定期的に行うこと。 

  ④ 総合動作確認 

    音響システムの総合動作の確認を定期的に行うこと。 

（２）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１２ パイプオルガン保守点検業務 

（１）対象設備 

  ① コンサートホールパイプオルガン 

  ② ポジティフオルガン 

（２）業務内容 

オルガン各部の清掃点検を定期的に行い、必要に応じて調律、消耗部品の交換等を

行うこと。 

 

第１３ ビル管理システム保守点検業務 

（１）対象設備 

   ビル管理システム一式（プリンタ、無停電電源装置、端末制御装置、附属品を含む。） 

（２）業務内容 

  ① 清掃点検 
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    各機器の清掃を定期的に行うとともに、正常に動作するか確認し、必要に応じて

消耗部品の交換等を行うこと。特に、無停電電源装置については、バッテリ電圧を

測定し、必要に応じてバッテリ交換等を行うこと。 

  ② 機能確認 

    各機器の機能及び総合動作の状態を定期的に確認すること。また、少なくとも年

１回以上、正常に異常検知するかどうかを確認すること。 

（３）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１４ 館内設備機器保守点検業務 

（１）対象設備 

  ① 非常・業務用放送設備 

 品 名 型 式 台数 

１ 非常操作ユニット WK－ER500A １ 

２ ミキサーユニット WU－M60A １ 

３ 入出力制御ユニット WU－ER500 １ 

４ 電力制御ユニット WU－L62 １ 

５ 20回線出力制御ユニット WU－ER552 ２ 

６ ラジオチューナーユニット WU－T60B １ 

７ 電力増幅ユニット WU－PD182 １ 

８ 電力増幅ユニット WU－PD122 １ 

９ 増設用非常操作ユニット WK－EX520 １ 

10 非常電源ユニット WP－570B ２ 

11 非常リモコン WR－EC500A ２ 

12 増設用非常操作ユニット WR－EX520 ２ 

13 マルチリモコンマイク WR－MC100B １ 

14 スピーカー・ボリュームコントローラー  １ 

② 監視カメラシステム設備 

ア ２階事務室ＩＴＶ機器 

 品 名 型 式 台数 

１ 18.5型カラー液晶モニター FDWX1905W ３ 

２ デジタルチューナー TH-BUHD100 ３ 

３ ＨＤエンコーダー内蔵ＯＦＯＭ変調器 HDEC7MD-OP ３ 

４ ＲＦ変調器 AF-BB100 １ 

５ 電源制御ユニット WU－L65 １ 

６ 映像分配器 WJ－300C ２ 

イ 警備室ＩＴＶ機器 

 品 名 型 式 台数 

１ ４Ｋ ＵＨＤ液晶ディスプレイ TH-43SQE1J １ 

２ 18.5型カラー液晶モニター FDWX1905W １ 
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３ 同軸コンバーター WJ-GXE500 ３ 

４ ネットワークディスクレコーダー WJ-NX200 １ 

５ カメラ駆動ユニット WV-PS154 ２ 

６ カメラ駆動ユニット WV-PS174 1 

７ 電源制御ユニット WU－L65 １ 

８ ＰｏＥ給電スイッチングハブ FA-ML12PoE+ １ 

ウ １階事務室ＩＴＶ機器 

 品 名 型 式 台数 

１ 19型液晶テレビ 2T-C19DE ６ 

２ 18.5型カラー液晶モニター FDWX1905W ２ 

３ ４Ｋ ＵＨＤ液晶ディスプレイ TH-49SQE1J １ 

４ ブルーレイディスクレコーダー DWR-2W51 １ 

５ 
マルチシグナル対応シームレススイッチ

ャー 

SL-41C 
１ 

６ ＨＤＭＩ信号同軸延長器・送信器 CRO-H26T １ 

７ ＨＤＭＩ分配器 400-VGA016 １ 

８ カメラ駆動ユニット WV-PS178 ２ 

９ カメラ駆動ユニット WV-PS154 １ 

10 ＨＤアナログカメラ電源制御ユニット WU-AU104 １ 

11 スイッチングハブ ZEQUO2300 １ 

12 ＰｏＥ給電スイッチングハブ GA-ML8TPoE+ １ 

13 ＲＦ変換器 CTV-11 ３ 

14 ネットワークビデオエンコーダー WJ-GXE500 ５ 

15 映像分配器 WJ-300C ３ 

16 電源制御ユニット WU-L65 ３ 

17 ＯＦＯＭ変調器 HDEC5MD-OP ３ 

18 ネットワークディスクレコーダー WJ-NX300 １ 

19 32型液晶テレビ 32AE1 １ 

20 管理用ＰＣ EliteDesk2K0Z6PA#ABJ-I １ 

エ 監視カメラ 

 品 名 型 式 台数 

１ カラーカメラ（大練習室１・２） WV－CP10V ２ 

２ カラーカメラ（中練習室１～４） WV－CP10V ４ 

３ カラーカメラ（小練習室１～４） WV－CP10V ４ 

４ 白黒カメラ（西側非常口） WV－BP50 １ 

５ カラーカメラ（１階西側入口） WV－CF35 １ 

６ カラーカメラ（１階西側廊下） WV－CF35 １ 

７ カラーカメラ（１階楽屋入口） WV－CP10V １ 

８ 白黒カメラ（楽屋出入口） WV－BP50 １ 

９ カラーカメラ（楽屋出入口） WV－CF30 １ 
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10 カラーカメラ（１階東側廊下） WV－CF35 1 

11 カラーカメラ（演劇荷解室） WV－CF35 1 

12 カラーカメラ（会議室） WV－CF15 1 

13 カラーカメラ（和室） WV－CF15 1 

14 カラーカメラ（２階西側楽屋出入口） WV－CF35  １ 

15 カラーカメラ（２階東側楽屋出入口） WV－CF35 1 

16 カラーカメラ（コンサートホール東非常

口） 

WV－CF15  １ 

17 カラーカメラ（正面玄関前ロビー） WV－CF15  １ 

18 カラーカメラ（２階ロビー１） WV－CF15  １ 

19 カラーカメラ（２階ロビー２） WV－CF45  １ 

20 カラーカメラ（１階エントランス） WV－CF15  １ 

21 カラーカメラ（１階正面入口外） WV－CF15  １ 

22 カラーカメラ（地下１階ロビー） WV－CF15  １ 

23 ネットワークカメラ本体（チケットセン

ター） 

BB-HCM381 １ 

オ 中央監視室ＩＴＶ機器 

 品 名 型 式 台数 

１ 19型ハイビジョンテレビ 2T-C19DE ３ 

２ 液晶ディスプレイ TH-32EF2 １ 

３ 管理用ＰＣ EliteDesk 2K0Z6PA#ABJ-I １ 

カ 演劇ホールＩＴＶ機器 

 品 名 型 式 台数 

カメラ 

１ センターカラーカメラ本体 AW-HE50SN １ 

２ マルチインターフェイスケーブル AW-CA20T6G １ 

３ 屋内ボックスカメラ WV-CP10V ３ 

４ 屋外ドーム型ＨＤアナログカメラ WV-AV41L ２ 

音響調整室ＩＴＶ架 

１ マルチビューワ DMV-900 １ 

２ 電源制御ユニット WU－L65 1 

３ ロビーＴＶ電源 特注品 １ 

４ ＳＤＩ映像分配器 ISD-U104 2 

５ ケーブル補償機 CAB-101 ４ 

６ カメラ駆動ユニット(４ch) WV-AU104 1 

７ カメラ駆動ユニット WV-PS104B １ 

８ カメラ駆動ユニット WV-PS174  1 

９ 映像分配器 WJ-300C ５ 

10 接続盤 特注品 １ 
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音響調整室内ＩＴＶ機器 

１ ハイビジョン液晶テレビ LCD-24LB7 １ 

調光調整室 

１ 17.0型カラー液晶モニター FDS1703-A １ 

２ マルチビューワ DMV-900 １ 

袖舞台上手モニターテレビ架 

１ ハイビジョン液晶テレビ LCD-24LB7 １ 

２ マルチビューワ DMV-900 １ 

袖舞台下手モニターテレビ架 

１ 17.0型カラー液晶モニター FDS1703-BK １ 

２ マルチビューワ DMV-900 ３ 

３ リモコンユニット AW-RP50 １ 

４ 電源制御ユニット WU－L65 １ 

５ 10.1型業務用液晶ディスプレイ LCD1012 ３ 

演劇ホール舞台下手各ホール確認用モニターテレビ 

１ ハイビジョン液晶テレビ LCD-24LB7 １ 

演劇ホール楽屋溜まり確認用モニターテレビ 

１ 24Ｖ型カラーモニターテレビ LCD-24LB7 １ 

演劇ホール楽屋各ホール確認用モニターテレビ 

１ 液晶テレビ TH-24J300 8 

エントランス用モニターテレビ 

１ ハイビジョン液晶テレビ（１階～３階） TH-24J300 ３ 

２ ＳＤＩコンバーター SHD-05 ３ 

キ コンサートホールＩＴＶ機器 

 品 名 型 式 台数 

カメラ 

１ センターカラーカメラ本体 AW-HE50SN １ 

２ マルチインターフェイスケーブル AW-CA20T6G １ 

３ 屋内ボックスカメラ WV-CP10V ３ 

４ 屋外ドーム型ＨＤアナログカメラ WV-AV41L ２ 

音響調整室ＩＴＶ架 

１ マルチビューワ DMV-900 １ 

２ 電源制御ユニット WU－L65 1 

３ ロビーＴＶ電源 特注品 １ 

４ ＳＤＩ映像分配器 ISD-U104 2 

５ ケーブル補償機 CAB-101 ４ 

６ カメラ駆動ユニット(４ch) WV-AU104 1 

７ カメラ駆動ユニット WV-PS104B １ 

８ カメラ駆動ユニット WV-PS174  1 
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９ 映像分配器 WJ-300C ５ 

10 接続盤 特注品 １ 

音響調整室内ＩＴＶ機器 

１ ハイビジョン液晶テレビ LCD-24LB7 １ 

調光調整室 

１ 17.0型カラー液晶モニター FDS1703-A １ 

２ マルチビューワ DMV-900 １ 

袖舞台上手モニターテレビ架 

１ ハイビジョン液晶テレビ LCD-24LB7 １ 

２ マルチビューワ DMV-900 １ 

袖舞台下手モニターテレビ架 

１ 17.0型カラー液晶モニター FDS1703-BK １ 

２ マルチビューワ DMV-900 ３ 

３ リモコンユニット AW-RP50 １ 

４ 電源制御ユニット WU－L65 １ 

５ 10.1型業務用液晶ディスプレイ LCD1012 ３ 

コンサートホール舞台下手各ホール確認用モニターテレビ 

１ ハイビジョン液晶テレビ LCD-24LB7 １ 

コンサートホール楽屋溜まり確認用モニターテレビ 

１ 24Ｖ型カラーモニターテレビ LCD-24LB7 １ 

コンサートホール楽屋各ホール確認用モニターテレビ 

１ 液晶テレビ TH-24J300 8 

エントランス用モニターテレビ 

１ ハイビジョン液晶テレビ（１階～３階） TH-24J300 ３ 

２ ＳＤＩコンバーター SHD-05 ３ 

ク イベントホールＩＴＶ機器 

 品 名 型 式 台数 

メインカラーカメラ 

１ カラーカメラ本体 AW-HE70SK9 １ 

音響調整室ＩＴＶ架 

１ 17型カラーモニター FDS-1703A １ 

２ カメラリモコンユニット WV-7430 １ 

３ 映像分配器 WJ－300C ２ 

４ ＳＤＩ分配器 ISD-U104 ２ 

５ ＰｏＥ給電スイッチングハブ FA-ML8PoE+ １ 

６ 電源制御ユニット WU－L65 １ 

調光調整室 

１ 21.5型 カラー液晶モニター EV2116W １ 
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２ ＳＤＩ－ＨＤＭＩコンバータ

ー 

SHC-D5 1 

イベントホール上手 

１ 19型液晶テレビ LCD-19LB7 １ 

イベントホール袖下手 

１ 21.5型 カラー液晶モニター EV2116W １ 

２ ＳＤＩ－ＨＤＭＩ コンバー

ター 

SHC-D5 １ 

３ リモコンユニット AW-RP60 １ 

４ 19型液晶テレビ LCD-19LB7 １ 

イベントホール袖下手各ホール確認用カラーモニターテレビ 

１ 24型カラーモニターテレビ

（楽屋、ロビー） 

TH-24J300 ３ 

③ イベントホールビデオプロジェクター設備 

 品 名 型 式 台数 

１ モニターテレビ 型式不明 １ 

２ ＡＶ切替器 AG-SW100 １ 

３ テレビチューナー TU-835VR １ 

４ 電源制御ユニット WU-L65 １ 

④ 身障者呼出表示装置設備 

 品 名 型 式 台数 

１ 表示器親機 特注品 １ 

２ 表示器副親機（警備室、２階

事務所） 

特注品 ２ 

３ トイレ呼出ボタン VH-896F 10 

４ トイレ廊下灯 VH-807F／12 10 

５ トイレ復帰ボタンプレート VH-805F 10 

※設置箇所 

    地下１階：ロビー 

      １階：エントランス、演劇ホール、同楽屋、コンサートホール、同楽屋 

      ２階：コンサートホール、演劇ホール、イベントホール、同楽屋 

⑤ インターホン設備 

 品 名 型 式 台数 

保守用インターホン 

１ インターホン親機 VL-250A 19 

２ 電源部 VL-751 ３ 

夜間受付用インターホン 

１ インターホン親機 VL-303G  １ 

２ インターホン副親機 VL-305G １ 

３ 夜間受付用ドアホン子機 VL-592 ３ 
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４ 夜間照明用電源部 VL-704  ２ 

 

（２）業務内容 

  ① 外観点検 

    各機器の外観損傷、表示器のランプ切れ灯、日常的に目視点検を行うこと。 

  ② 清掃点検 

    機器内部の清掃点検を定期的に行うこと。特に、コネクタ、端子、ボリューム等

の接触不良を生じやすい箇所については清潔な状態を保つとともに、必要に応じて

予防的に部品交換等を行うこと。 

  ③ 機器動作確認 

    各機器について動作確認を定期的に行うこと。 

  ④ 総合動作確認 

    各システムの総合動作の確認を定期的に行うこと。 

（３）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１５ 空調設備・給排水衛生設備保守点検業務 

（１）対象設備 

  ① 空調設備 

 品 名 型式等 台数 

1 冷温水発生器 HAU-BGN280EXP（ガス） 1 

2 冷温水発生器 HAU-BGN240EXP（ガス） 1 

3 冷温水発生器 240USRT（ガス） 1 

4 冷却塔（水処理装置を含む。） SKB-270PGERS（ガス） 1 

5 冷却塔（水処理装置を含む。） SKB-240PGERS（ガス） 1 

6 冷却塔（水処理装置を含む。） 240USRT（ガス） 1 

7 ポンプ類 040～0150 21 

8 温水ヒーター 500,000Kcal/h 1 

9 空調機（エアハンドリングユニット） 1,000～69,700㎥/h 19 

10 空冷ヒートポンプパッケージ 屋外機 33 

11 空冷ヒートポンプパッケージ 室内機 70 

12 全熱交換機 回転型 2 

13 全熱交換機 換気扇 7 

14 ファンコイルユニット 天吊カセット 20 

15 冷温水ヘッダー  4 

16 膨張タンク 1.5㎥ 1 

17 給排風機 軸流・ラインファン等 88 

18 排煙機  7 

19 自動制御装置  1 

20 その他の空調附帯設備一式   

  ② 給排水衛生設備 

 品 名 型式等 台数 
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1 ＦＲＰ製受水槽（市水） 21㎥ 1 

2 ＦＲＰ製高架水槽（市水） 8.8㎥ 1 

3 ＦＲＰ製高架水槽（井水） 17㎥ 1 

4 ポンプ類（揚水） 給湯 080～050 7 

5 ポンプ類（汚水排水） 080～050 12 

6 貯湯槽 2,000ℓ 1 

7 膨張タンク 1,000ℓ 1 

8 井水ろ過装置（除鉄・除マンガン・薬注

装置を含む） 

30㎥/h 1 

9 ウォータークーラー  7 

10 電気湯沸かし器  9 

11 池ろ過装置  2 

12 池ろ過設備（循環装置、薬注装置等）  8 

13 その他の給排水附帯設備一式  ― 

（２）業務内容 

  ① 音響（空調騒音）管理 

    次に示す箇所の空調騒音を定期的に測定し、測定結果が常に許容騒音値内となる

よう調整を行うこと。なお、調整に当たっては、ドアの風切り音や舞台風等が生じ

ないよう、エアバランス管理を行うこと。 

   ア 測定箇所 

 測定箇所 許容騒音値 

（NC値） 

空調機系統 

1 コンサートホール 20 ACU-6,7,8,9 

2 演劇ホール 20(ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ反射板

使用時) 

ACU-2 

25(ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ反射板

未使用時) 

ACU-1,2 

3 イベントホール 25 ACU-11 

4 大練習室１ 25 ACU-14 

5 大練習室２ 25 ACU-15 

6 中練習室１・２ 30 ACU-16(VAV) 

7 中練習室３・４ 30 ACU-17(VAV) 

8 小練習室１～４ 30 ACU-19(VAV) 

9 コンサートホールホワイエ 25 ACU-10 

10 演劇ホール１階ホワイエ 30 ACU-4 

11 演劇ホール２階、３階ホワイエ 30 ACU-5 

   イ 測定項目 

     周波数測定、ＮＣ曲線分析、許容値・限界値の措置判定 

  ② エネルギー管理 

    エネルギーが高効率かつ最適なものであるよう、次に示す管理分析を行うととも

に、省エネルギーのための運用最適化等の提案を行うこと。 

   ア 用途別エネルギー消費量の分析 

   イ 熱源機器のエネルギー効率の分析 
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   ウ 搬送機器のエネルギー効率の分析 

   エ 理論エネルギー消費量と実際エネルギー消費量との比較分析 

   オ 月間エネルギー消費量と一次エネルギー原単位の変動算出 

   カ 年間エネルギー消費量と一次エネルギー原単位の変動算出 

   キ 年間一次エネルギー原単位の推移分析 

   ク 光熱水費の比率分析 

  ③ システム管理 

    各設備システムの運転最適化のため、次に示す調整管理を行うこと。 

   ア 空調システムにおける外気導入量の測定及び風量バランスの調整 

   イ 冷温水量の測定及び流量調整 

   ウ 機器の騒音及び振動の測定 

   エ 許容値・限界値の措置判定 

（３）その他 

  ① 冷暖房切替の際は必要な調整を行うこと。 

  ② 設備の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１６ 建築保守点検業務 

（１）対象箇所 

屋根、外壁、軒天井、ひさし下端、外部床、屋外階段、バルコニー、建具（階段部

以外の手すりを含む）、防火戸、内部天井、内壁、内部床、屋内階段及び構造部 

（２）業務内容 

   対象箇所について日常的に目視点検を行うとともに、定期的に打音等による検査を

行うこと。 

（３）その他 

  ① 検査の際は作業者及び第三者に対する危険防止措置を講じること。 

  ② 不具合箇所の修繕等については、速やかに対応できる体制を整えること。 

    なお、改修又は改築が必要と判断される損傷を確認したときは、県に速やかに報

告し、対応を協議すること。 

 

第１７ 自動ドア設備保守点検業務 

（１）対象設備 

  ① 一般出入用自動ドア 

設置場所 台 数 備 考 

１階正面玄関 2  

１階西側出入口 2  

２階ロビー 2  

コンサートホール２階西側 2  

  ② 身障者トイレ用自動ドア 

設置場所 台 数 備 考 

地下１階ロビー身障者トイレ 1  

１階ロビー身障者トイレ 1  

演劇ホール１階身障者トイレ 1  

演劇ホール２階身障者トイレ 1  
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演劇ホール１階楽屋身障者トイレ 1  

イベントホール２階身障者トイレ 1  

イベントホール２階楽屋身障者トイレ 1  

コンサートホール１階身障者トイレ 1  

コンサートホール２階身障者トイレ 1  

コンサートホール１階楽屋身障者トイレ 1  

③ カフェ出入口自動ドア 

設置場所 台 数 備 考 

１階ロビー 1  

（２）業務内容 

  ① ドアエンジン装置各部の点検及び調整 

  ② ドアエンジン開閉速度、クッション作動の異常の有無の点検及び調整 

  ③ ドアエンジン装置の電気回路の異常の有無の点検及び調整 

  ④ モーターベルトの調整 

  ⑤ 装置各部のビス、ボルト、ナット類の増し締め及び破損等の点検整備 

  ⑥ ドアが当たっていないか、擦れていないかの点検整備 

  ⑦ 消耗度の激しい部位はないかの点検 

  ⑧ 装置各部の清掃及び注油等 

（３）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１８ 昇降機保守点検業務 

（１）対象設備 

名 称 型 式 性 能 附帯装置 

人荷用エレベータ AC PF3000 30m/分 

３停止（B1～2F） 

火災時管制運転装置 

地震時管制運転装置 

乗用エレベータ HPD13-NCO30-

3T-S 

 

30m/分 

３停止（B1～2F） 

火災時管制運転装置 

地震時管制運転装置 

停電時管制運転装置 

オートアナウンス 

（２）業務内容 

   昇降機が常に安全で良好な運転状態を維持するよう、清掃、給油、調整その他適切

な措置を講ずること。また、定期的に機械装置の細部を調査し、予防保全的措置を講

ずること。   

（３）その他 

  機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第１９ 消防設備保守点検等業務 

（１）保守点検業務 

① 対象設備 

種 別 内 容 

消化器設備 ＡＢＣ粉末消火器、二酸化炭素消火器 

誘導灯 誘導灯、誘導灯信号装置 
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屋内消火栓設備 屋内消火栓ポンプユニット、屋内２号消火栓箱、動力盤 

スプリンクラー設備 スプリンクラーポンプユニット、スプリンクラー補助加

圧ポンプ、動力盤、消火用受水槽、自動警報弁装置、末

端試験弁装置、一斉開放弁、スプリンクラーヘッド（閉

鎖型、開放型）、手動起動装置、双口送水口 

自動火災報知設備 ＧＲ型受信機、副受信機、感知器、中継器、ガス漏れ検

知機、発信器、表示灯、消火栓始動装置、音響装置 

防排煙設備 排煙機、排煙口、防火扉、ダンパー、シャッター、垂れ

壁、非常錠 

非常放送設備 増幅器、スピーカー 

  ② 業務内容 

   ア 点検の内容及び回数 

種 別 
点検の内容 点検 

回数 総合点検 作動点検 機能点検 外観点検 

消火器 

誘導灯 
  ○ ○ 年２回 

屋内消火栓設備 

スプリンクラー設備 

自動火災報知設備 

防排煙設備 

非常用放送設備 

 

 

 

 ○ ○ 年２回 

○    年１回 

動力消防ポンプ装置 
 ○ ○ ○ 年２回 

○    年１回 

   ※ 各消防設備間で点検箇所又は点検の範囲が重複する場合は、点検漏れ等の齟齬

を生じないよう調整を図ること。 

   イ 消防法等の関係法令に基づき点検を行うこと。また、消防設備の種類によって

は消防設備士等の有資格者が点検を行うこと。 

③ その他 

    機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

（２）避難訓練 

   消防法等の関係法令に基づき、避難計画の作成及び官公署への提出を行うとともに、

年１回以上の避難訓練を実施すること。 

（３）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第２０ 電話設備保守点検業務 

（１）対象設備 

設備等の名称 台 数 備 考 

電子交換機 1  

ＰＨＳ用電子交換機 1  

局線表示盤 1  

多機能電話機（ワイヤレス電話機を含む。） 27  

一般電話機（ワイヤレス電話機、ＰＨＳ電話機 63  
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を含む。） 

留守番電話機 1  

その他附属設備一式（ワイヤレスアンテナ等） ―  

（２）業務内容 

  ① 各装置の動作状態確認 

  ② 電話路試験 

  ③ 各トランク機能試験 

  ④ 電源電圧確認 

  ⑤ 蓄電池電圧確認 

（３）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第２１ 非常用発電機保守点検業務 

（１）対象設備 

種 別 型式等 

非常用発電機 エンジン部（ヤンマーディーゼル製） 

型 式：８ＮＨＬ－ＥＴＰ 

馬 力：950 馬力 

回転数：1,800rpm 

発電機部（東芝製） 

 出 力：750kVA 

 電圧／電流／力率：6,600V／65.7A／0.8 

発電機盤 真空遮断機×１ 

過電流継電器×２ 

過電圧継電器×１、 

地絡過電流継電器×１ 

始動用蓄電池 容量 400Ah（10時間率）×12セル 

その他附属設備一式  

（２）業務内容 

   定期的に性能試験を行うとともに、各部の清掃、注油等の点検を行うこと。 

（３）その他 

   機器の故障等については、速やかに復旧できる体制を整えること。 

 

第２２ トイレ洗浄殺菌設備保守点検業務 

（１）保守点検対象設備 

・ トイレ洗浄殺菌設備 １式 

設 置 場 所 
トイレ洗浄 

殺菌装置 

室内用消臭 

芳香装置 

便座用 

除菌装置 

地下１階練習室ロビートイレ 男子 ３   

１階ロビートイレ 男子 ５  ４ 

女子  1 ５ 

多目的   １ 

２階ロビートイレ 男子 ２   
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女子  １  

２階イベントホール上手側トイレ 男子 ８   

１階和室・会議室前トイレ 男子 ２   

１階カフェトイレ 男子 １   

合   計  ２１ ２ １０ 

・ 空気衛生機 １式 

設 置 場 所 空気衛生機 

（エアーサニタイザー） 

１階事務所内 ２ 

（２）業務内容 

① トイレ洗浄殺菌装置 

ア 洗浄殺菌設備の設置業務 

・ 洗浄殺菌設備は借用とする。 

・ 洗浄殺菌設備は衛生器具用給水装置の二次側以降の配管に設置する。 

イ 洗浄殺菌設備及び薬剤の点検、保守業務 

・ 洗浄殺菌設備及び衛生器具の機能点検周期は、年６回以上とする。 

ウ 薬剤の交換業務 

・ 薬剤の点検交換周期は、年６回以上とする。 

エ 薬剤の濃度測定、記録、分析業務 

・ 薬剤の衛生陶器のトラップにおける濃度測定及び便器表面における洗浄測定

の回数は、年１回以上とする。 

・ 薬剤の残量確認回数は、夏期、冬期の２回とする。 

オ 排水状況の点検及びスケール付着状況確認業務 

・ 排水状況の点検は、年６回以上とする。 

② 空気衛生機（エアーサニタイザー：プラズマクラスターイオン発生装置） 

ア 空気衛生機の設置業務 

   ・ 空気衛生機は借用とする。 

・ 壁掛け縦型とし、室内全体にプラズマクラスターイオンを効果的に拡散でき

る高さに固定できるものとする。 

イ 空気衛生機の点検、保守業務 

・ 空気衛生機の機能点検周期は、年６回以上とする。 

ウ 抗菌フィルターの交換業務 

・ 抗菌フィルターの点検交換周期は、年６回以上とする。 

エ デバイス（イオン発生素子）の清浄業務 

・ デバイスの清浄作業は年６回以上とし、年間を通じて安定したイオン濃度を

維持するものとする。 

オ プラズマクラスターイオンの発生濃度確認業務 

・ デバイス清掃後のイオン発生濃度測定は、年１回以上とする。 

（３）その他 
点検の結果、交換、修理等を要すると認められるものについては速やかに対処し、

最短期間で完全なものに復旧するよう努めること。 
 

第２３ ピアノ保守点検業務 
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（１）対象設備（１５台） 

分類 モデル 台数 

フルコンサートピアノ スタインウェイ＆サンズ社製 D274 ２ 

 ベーゼンドルファ社製 290 (インペリアル) １ 

 ヤマハ社製 CFⅢＳ ２ 

 カワイ社製 EX １ 

グランドピアノ ヤマハ社製 Ｓ400Ｅ ２ 

 ヤマハ社製 G2－Ｅ ２ 

 ヤマハ社製 G3－E ２ 

アップライトピアノ ヤマハ社製 U30-A １ 

 ヤマハ社製 U-300 ２ 

（２）点検内容 

   ピアノ各部の清掃点検及び調整を定期的に行い、必要に応じて調律、消耗部品の交 

  換等を行うこと。 

 

第２４ チェンバロ保守点検業務 

（１）対象設備（１台） 

   アトリエ・フォン・ナーゲル社製 フレンチ２段チェンバロ 

（２）業務内容 

   チェンバロ各部の目視・清掃点検を行い、必要に応じて、調整・調律・消耗部品の 

  交換等を行うこと。 

 

第２５ 警備、清掃、機械設備保守点検等の各業務における留意点 

   第３から第２４までの各業務の実施に当たっては、それぞれに掲げるもののほか、

建築保全業務共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部）によること。 

 

第２６ 県有備品の管理 

（１）対象品目 

   別添一覧表のとおり 

（２）業務内容 

   それぞれの備品の特性を踏まえた上で適切な管理を行うこと。また、破損等が確認

されたときは、県に速やかに報告するとともにその指示に従うこと。 

（３）備品台帳との突合 

   現品と備品台帳が一致しているかどうか、年 1回以上確認を行うこと。また、現品

と備品台帳が不一致の場合、県に速やかに報告するとともにその指示に従うこと。 

 

第２７ 貸館業務 

（１） 対象施設 

区 分 施設の名称 数量 備 考 

ホール 

コンサートホール 
1 1,818 席（うち車いす席 25席）、 

楽屋 8 室、ホワイエ 

演劇ホール 
1 1,112 席（うち車いす席 4席） 

※オーケストラピット使用時 974席 
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楽屋 8 室、ホワイエ 

イベントホール 1 一部可変 300 席 

練習室等 

大練習室 2  

中練習室 4  

小練習室 4  

和室 1  

ミーティングルーム 1  

（２）利用許可申請 

  ① 利用許可申請の受付は原則として先着順とすること。ただし、同一日の施設利用

について複数の申請が見込まれる場合は、あらかじめ期日を定めて抽選等を行って

も差し支えない。 

  ② 利用許可申請があったときは、行政手続法等の関係法令に準じ、適正な期間内に

利用の許可又は不許可を決定すること。また、許可又は不許可を決定したときは、

申請者に速やかに通知すること。 

  ③ 施設予約については、平等な利用の確保を阻害しない範囲内で取り扱うこと。 

（３）利用料金の収受 

利用料金の期日内納付が図られるよう、適切な措置を講ずること。特に、収入未済

の場合は利用許可を取り消す等、厳正に対処すること。 

なお、支払時期の変更は、あらかじめ知事の承認を得る必要があることに留意する

こと。 

（４）その他 

   業務全般について、常に利用者のサービス向上に努めること。 

 

第２８ 劇場の愛称の使用及び定着に関すること 

県は平成２０年度より、劇場の施設命名権を設定しており、現行パートナー企業は

株式会社メディキット、愛称は「メディキット県民文化センター」となっている。 

（現在の命名権設定期間は令和５～７年度） 

令和８年度以降も施設命名権を設定する見込みであるが、指定管理者に対しても愛

称の使用及び定着に関する努力義務が課されることに留意し、以下の事項について指

定管理者の費用負担により対応するとともに、愛称の積極的な活用を図ること。 

（１）各種印刷物への愛称の表示 

（２）劇場ホームページへの愛称の表示 

（３）劇場内におけるパートナー企業の展示・広告スペースの確保 

（４）愛称が変更となった場合の各種印刷物等の修正 

（５）上記のほか、愛称定着のため必要と認められる事項 

 

第２９ 資料閲覧室 

（１）保管資料 

区 分 数 量 備 考 

書籍 8,300  

コンパクトディスク 13,145  

レーザーディスク 157  

ＤＶＤ 136  
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（２）開放時間 

   開館日の午前９時から午後５時まで 

（３）業務内容 

  ① 資料閲覧に関する規則を定め、無償で利用者に開放すること。 

  ② 指定管理者、利用者とも保管資料の著作権を侵害するような行為は厳に慎むこと。 

（４）その他 

   資料の増補等については、別途県と協議すること。 

 


